
観
光
と
の
調
和
と
い
う
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
沿
っ
て
、
全
国
的
な
観
光
地
の
動
向
の
う

ち
特
徴
的
な
も
の
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、
歴
史
・

文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
評
価
の
実
施
と
今
後
の
方

向
性
の
提
示
、
竹
富
島
で
の
入
域
料
徴
収
開

始
や
妙
高
山
・
火
打
山
で
の
入
域
料
導
入
に

向
け
た
社
会
実
験
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
を
め
ぐ
り
慎
重

な
議
論
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

や
、「
チ
ー
ム
新
・
湯
治
」
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
や
「
新
・
湯
治
」
の
効
果
測
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❸
…
観
光
と
環
境
、
S
D

G
s
」で
は
、
ま
ず
ニ
セ
コ
町
長
の
片
山
健

也
氏
よ
り
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
タ
ウ
ン 

ニ

セ
コ
町
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
片
山
氏
か
ら
は
、

○
ニ
セ
コ
町
で
は
、
全
て
の
会
議
を
公
開
原

則
と
す
る
な
ど
住
民
と
広
く
情
報
共
有
を

行
い
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

○
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
延
べ
宿
泊
者
数
が
激
減

し
観
光
産
業
が
大
打
撃
を
受
け
る
な
か
、

ニ
セ
コ
町
で
は
観
光
や
農
業
の
基
盤
、
ひ

い
て
は
経
済
の
基
盤
で
あ
る
景
観
と
環
境

を
徹
底
的
に
守
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出

し
、
こ
の
こ
と
が
町
の
方
針
に
共
感
す
る

良
質
な
投
資
を
呼
び
、
ニ
セ
コ
町
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
高
め
、
世
界
か
ら
観
光
客
が

訪
れ
る
現
在
の
ニ
セ
コ
を
生
み
出
す
原
動

力
と
な
っ
た
。

○
2
0
1
8
年
に
は
「
S
D
G
s
未
来
都
市
」

に
指
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
S
D
G
s
あ

り
き
で
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
は
な
く
、

徹
底
し
た
民
主
主
義
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
大
切
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、

S
D
G
s
に
も
通
じ
る
も
の
だ
っ
た
。

な
ど
、
ニ
セ
コ
町
の
取
り
組
み
を
分
か
り
や

す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
当
財
団
に
お
け
る
S
D
G
s
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
中
島
上
席
主

任
研
究
員
か
ら
、
沖
縄
県
座
間
味
村
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
た
持
続
可
能
性
指
標
研
究
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く

り
が
実
現
す
る
ま
で
の
経
緯
、
住
民
レ
ベ
ル

ま
で
巻
き
込
ん
で
合
意
形
成
を
図
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
、
実
行
力
を
備
え
た
リ
ー
ダ
ー
育

成
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
う

か
が
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
S
D
G
s
は
そ

れ
を
達
成
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
S
D
G
s
の
フ
レ
ー
ム
を

う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
客
観
デ
ー
タ

が
専
門
的
に
編
集
、
凝
縮
さ
れ
、
短
時
間
で

全
貌
と
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
タ
ビ
ナ
カ
の
話
は
、
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
参
考
と
な
っ
た
」「
ニ
セ
コ
町
の

片
山
町
長
の
お
話
は
、
実
例
に
基
づ
く
と
て

も
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学

術
研
究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
自
主

研
究
に
取
り
組
み
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通

し
て
、
皆
様
に
よ
り
有
益
な
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
現
地
販
売
訪
日
旅
行
商
品
」
で
は
、「
J

T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調
査
」
の
結
果
を
中

心
に
、
海
外
の
旅
行
会
社
に
対
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
も
踏
ま
え
て
、

国
・
地
域
別
の
旅
行
商
品
の
傾
向
を
報
告
し

ま
し
た
。
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
台
湾
で

は
、
シ
ー
ン
に
応
じ
た
手
配
方
法
の
使
い
分

け
が
み
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
団
体
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
は
親
子
旅
行
や
地
方
を
じ
っ
く
り

楽
し
む
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中

国
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
周
遊
型
に
加
え

て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
に
ゆ
と
り
の
あ
る
旅

程
の
商
品
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
好
み
に
あ
わ
せ
て
旅
程
を
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
テ
イ
ラ
ー
メ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
利
用
が
多
い
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❷
…
訪
日
市
場
に
お
け
る

タ
ビ
ナ
カ
需
要
の
高
ま
り
と
地
方
誘
客
へ
の

期
待
」
で
は
、
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
取
締
役

執
行
役
員
の
倉
上
智
晴
氏
か
ら
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
倉
上
氏
か
ら
は
、

○
国
際
的
な
観
光
市
場
で
は
、
ツ
ア
ー
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
「
タ
ビ
ナ
カ
」

サ
ー
ビ
ス
が
年
率
約
10
％
の
成
長
を
続
け

て
い
る
一
方
で
、
訪
日
市
場
に
お
け
る
消

費
額
は
少
な
い
の
が
現
状
。
こ
う
し
た
な

か
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
も
、

タ
ビ
ナ
カ
を
専
門
と
す
る
O
T
A（O

nline

　T
ravel 

A
gent

）が
成
長
を
期
待
さ
れ
て

い
る
。

○
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
で
は
、
日
本
国
内
の

施
設
や
鉄
道
・
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
オ

ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
2
0
0
以
上
の
旅

行
会
社
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
本
国
内

の
商
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
（Linktivity

事
業
）。

○
体
験
談
や
N
P
S
（N

et
P
rom

oter

　S
co

re

）な
ど
お
客
様
の
声
を
徹
底
的
に

掘
り
下
げ
る
こ
と
を
重
視
し
、
掲
載
商
品

の
選
定
は
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
コ
メ

ン
ト
に
お
い
て
は
全
て
事
実
関
係
を
確
認

し
て
商
品
改
善
に
ま
で
つ
な
げ
て
い
る
。

○
N
P
S
に
よ
る
ベ
ル
ト
ラ
推
奨
理
由
の
第

1
位
は
「
現
地
ガ
イ
ド
」。
ガ
イ
ド
を
紹

介
し
、
ツ
ア
ー
の
予
約
ま
で
で
き
る
サ
イ

ト
（「
コ
ロ
リ
エ
」）
も
運
営
し
て
い
る
。

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
地
方
が
う
ま
く

O
T
A
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
方
へ
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
国
内
・

海
外
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
者
数
の
推
移
に
つ
い

て
解
説
し
た
後
、
当
財
団
の
独
自
調
査
で
あ

る
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
に
つ
い
て
、

10
年
前
と
比
較
分
析
し
た
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
低
迷

期
に
あ
た
る
10
年
前
と
比
べ
て
、
旅
行
動
機

は
「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」「
保
養
・
休

養
」
が
減
少
し
た
一
方
で
「
お
い
し
い
も

の
」「
思
い
出
づ
く
り
」「
家
族
の
親
睦
」
と

い
っ
た
前
向
き
な
旅
行
動
機
が
増
大
し
た
こ

と
、
旅
行
を
し
な
か
っ
た
理
由
の
第
1
位
が

「
家
計
の
制
約
」
か
ら
「
休
暇
が
と
れ
な

い
」
に
変
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
経
済
環
境

が
低
調
な
時
期
は
「
日
常
か
ら
逃
れ
休
息
の

た
め
に
旅
行
し
た
い
が
、
家
計
の
状
況
や
先

行
き
へ
の
不
安
か
ら
旅
行
を
控
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
が
主
要
な
意
識
と
な
り
、
好

調
・
安
定
期
は
「
家
族
な
ど
と
の
思
い
出
づ

く
り
の
た
め
に
旅
行
し
た
い
が
、
忙
し
く
て

休
暇
が
と
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
が
増
大
す

る
と
考
え
ら
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
」
で
は
、
直
近

2
0
1
9
年
9
月
ま
で
の
デ
ー
タ
も
参
照
し

つ
つ
、
国
・
地
域
別
の
動
向
を
詳
し
く
報
告

し
ま
し
た
。
韓
国
市
場
に
つ
い
て
は
、
昨
年

と
比
較
す
る
と
特
に
訪
日
経
験
が
浅
い
層
で

訪
日
客
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
日
韓
関
係
が
悪
化
す
る
以
前
か
ら
、

こ
れ
ま
で
韓
国
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
「
女

性
20
代
以
下
」
の
減
少
が
み
ら
れ
始
め
て
お

り
、
そ
の
要
因
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
気
が
影

響
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
台
湾
・
香
港
に
つ
い
て
は
、
初
来
訪
者

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
コ
ア
リ
ピ
ー

タ
ー
の
み
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❶
…
訪
日
市
場
か
ら
見
た

日
本
／
地
方
部
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
は
、

ま
ず
「
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の
訪
日
旅
行
者
の

意
識
と
ニ
ー
ズ
」
と
題
し
て
（
株
）
日
本
政

策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
と
共
同
で
実
施
し

て
い
る
「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米

豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を

基
に
報
告
し
ま
し
た
。
東
京 

2
0
2
0 

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
と
も
に
5

割
以
上
が
訪
日
観
戦
を
希
望
し
、
観
戦
希
望

者
の
9
割
以
上
が
観
戦
に
あ
わ
せ
た
地
方
訪

問
を
希
望
し
て
い
る
一
方
で
、「
混
雑
」

「
滞
在
費
用
高
騰
」
を
理
由
に
訪
日
観
戦
を

希
望
し
な
い
方
も
一
定
程
度
い
る
と
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
市
場
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
10
月
28
日
（
月
）・
29
日

（
火
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
第
29
回
旅
行

動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
２
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
の
二
部
構
成

と
し
、
最
新
刊
『
旅
行
年
報
2
0
1
9
』
を

ベ
ー
ス
に
当
財
団
の
独
自
調
査
結
果
も
複
数

ま
じ
え
て
、
最
新
の
観
光
動
向
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今
年
は
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
と
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
「
観
光
と

環
境
、
S
D
G
s
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招
き
し
て
深

掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
7
5
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は
、

旅
行
業
（
16
・
6
％
）、
公
的
機
関
・
観
光

関
連
団
体
（
11
・
4
％
）、
行
政
（
9
・
7

％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
9
・
1
％
）、
金

融
・
保
険
（
8
・
0
％
）、
大
学
・
教
育
機

関
（
8
・
0
％
）
の
順
に
多
く
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
先
進
事
例
に

関
す
る
情
報
」
や
「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ

の
ヒ
ン
ト
」、「
観
光
の
全
体
動
向
の
把
握
」

に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
図
1
）。

活 動 報 告
29 回第

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
を

開
催

　「
観
光
政
策
の
動
向
」
で
は
、
ま
ず
「
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
9
」

の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団
独

自
調
査
で
あ
る
「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の

観
光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
昨
年
度
調
査
に
引

き
続
き
、「
受
入
環
境
の
ハ
ー
ド
整
備
」
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
相
互
に

主
導
的
な
役
割
を
期
待
す
る
結
果
と
な
り
、

お
互
い
に
頼
り
あ
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
こ
と
、
市
町
村
に
お
い
て
「
予
算
・
財

源
」
に
対
す
る
都
道
府
県
へ
の
期
待
が
大
き

く
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
自
主

財
源
獲
得
の
動
き
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
意
識
面

に
つ
い
て
、
観
光
客
を
含
め
た
受
益
者
負
担

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
よ
り
も
市

町
村
で
必
要
性
へ
の
意
識
が
高
い
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　「
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
ま
ず
、
①
外

国
人
旅
行
者
へ
の
対
応
強
化
、
②
宿
泊
滞
在

の
魅
力
づ
く
り
、
③
地
域
資
源
の
魅
力
再
発

見
、
④
財
源
確
保
の
動
き
、
⑤
住
民
生
活
と

プログラム

１
．2
0
1
8
年
旅
行
市
場
に
起
こ
っ
た
変
化

⑴
日
本
人
の
旅
行
市
場

⑵
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

２
．ト
ピ
ッ
ク
ス
❶
訪
日
市
場
か
ら
見
た
日
本
／
地
方
部
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

⑴
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の

　
訪
日
旅
行
者
の
意
識
と
ニ
ー
ズ

⑵
現
地
販
売
訪
日
旅
行
商
品

3
．ト
ピ
ッ
ク
ス
❷
訪
日
市
場
に
お
け
る
タ
ビ
ナ
カ
需
要
の
高
ま
り
と
地
方
誘
客
へ
の
期
待

⑴
タ
ビ
ナ
カ
業
界
か
ら
見
た
地
方
訪
問
に

　
つ
な
が
る
体
験
・ア
ク
ティ
ビ
ティ

⑵
質
疑
応
答

五
木
田
玲
子（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

川
村
竜
之
介（
観
光
経
済
研
究
部
・
副
主
任
研
究
員
）

外
山
昌
樹（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

柿
島
あ
か
ね（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

倉
上
智
晴
氏

登
壇
者
…
倉
上
智
晴
氏

進
行
…
…
中
野
文
彦（
観
光
経
済
研
究
部
・
上
席
主
任
研
究
員
）

10
28

旅
行
市
場
編

月

1

日
時
…
…
…

会
場
…
…
…

参
加
者
数
…

2
0
1
9
年
10
月
28
日（
月
）・
29
日（
火
） 

14‥

00
〜
17
‥
00

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社  

B
1
F
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル

1
日
目…

94
名
、2
日
目…

81
名

表

「
第
29
回

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
概
要

１
．観
光
政
策
の
動
向

⑴
国
の
観
光
政
策
の
概
観

⑵
都
道
府
県
・
市
町
村
の
観
光
政
策
の
動
向

２
．観
光
地
の
動
向

⑴
全
国
的
な
観
光
地
の
動
き

⑵
テ
ー
マ
別﹇
自
然
、歴
史
・
文
化
、温
泉
﹈

　
観
光
地
の
動
き

３
．ト
ピ
ッ
ク
ス
❸
観
光
と
環
境
、S
D
G
s

 

⑴
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
タ
ウ
ン

　
ニ
セ
コ
町
の
取
り
組
み

⑵
質
疑
応
答

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部
・
上
席
主
任
研
究
員
）

岩
崎
比
奈
子（
観
光
地
域
研
究
部
・
上
席
主
任
研
究
員
）

後
藤
健
太
郎（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

片
山
健
也
氏（
ニ
セ
コ
町
長
）

登
壇
者
…
片
山
健
也
氏 

　
　
　
　
山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
長
・
主
席
研
究
員
）

　
　
　
　
中
島 

泰（
観
光
地
域
研
究
部
・
上
席
主
任
研
究
員
）

進
行
…
…
吉
澤
清
良（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
・
主
席
研
究
員
）

10
29

観
光
地
・
観
光
政
策
編

火

（
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社

Inbound D
ivision

取
締
役
執
行
役
員
）
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観
光
と
の
調
和
と
い
う
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
沿
っ
て
、
全
国
的
な
観
光
地
の
動
向
の
う

ち
特
徴
的
な
も
の
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、
歴
史
・

文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
評
価
の
実
施
と
今
後
の
方

向
性
の
提
示
、
竹
富
島
で
の
入
域
料
徴
収
開

始
や
妙
高
山
・
火
打
山
で
の
入
域
料
導
入
に

向
け
た
社
会
実
験
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
を
め
ぐ
り
慎
重

な
議
論
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

や
、「
チ
ー
ム
新
・
湯
治
」
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
や
「
新
・
湯
治
」
の
効
果
測
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❸
…
観
光
と
環
境
、
S
D

G
s
」で
は
、
ま
ず
ニ
セ
コ
町
長
の
片
山
健

也
氏
よ
り
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
タ
ウ
ン 

ニ

セ
コ
町
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
片
山
氏
か
ら
は
、

○
ニ
セ
コ
町
で
は
、
全
て
の
会
議
を
公
開
原

則
と
す
る
な
ど
住
民
と
広
く
情
報
共
有
を

行
い
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

○
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
延
べ
宿
泊
者
数
が
激
減

し
観
光
産
業
が
大
打
撃
を
受
け
る
な
か
、

ニ
セ
コ
町
で
は
観
光
や
農
業
の
基
盤
、
ひ

い
て
は
経
済
の
基
盤
で
あ
る
景
観
と
環
境

を
徹
底
的
に
守
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出

し
、
こ
の
こ
と
が
町
の
方
針
に
共
感
す
る

良
質
な
投
資
を
呼
び
、
ニ
セ
コ
町
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
高
め
、
世
界
か
ら
観
光
客
が

訪
れ
る
現
在
の
ニ
セ
コ
を
生
み
出
す
原
動

力
と
な
っ
た
。

○
2
0
1
8
年
に
は
「
S
D
G
s
未
来
都
市
」

に
指
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
S
D
G
s
あ

り
き
で
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
は
な
く
、

徹
底
し
た
民
主
主
義
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
大
切
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、

S
D
G
s
に
も
通
じ
る
も
の
だ
っ
た
。

な
ど
、
ニ
セ
コ
町
の
取
り
組
み
を
分
か
り
や

す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
当
財
団
に
お
け
る
S
D
G
s
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
中
島
上
席
主

任
研
究
員
か
ら
、
沖
縄
県
座
間
味
村
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
た
持
続
可
能
性
指
標
研
究
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く

り
が
実
現
す
る
ま
で
の
経
緯
、
住
民
レ
ベ
ル

ま
で
巻
き
込
ん
で
合
意
形
成
を
図
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
、
実
行
力
を
備
え
た
リ
ー
ダ
ー
育

成
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
う

か
が
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
S
D
G
s
は
そ

れ
を
達
成
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
S
D
G
s
の
フ
レ
ー
ム
を

う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
客
観
デ
ー
タ

が
専
門
的
に
編
集
、
凝
縮
さ
れ
、
短
時
間
で

全
貌
と
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
タ
ビ
ナ
カ
の
話
は
、
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
参
考
と
な
っ
た
」「
ニ
セ
コ
町
の

片
山
町
長
の
お
話
は
、
実
例
に
基
づ
く
と
て

も
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学

術
研
究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
自
主

研
究
に
取
り
組
み
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通

し
て
、
皆
様
に
よ
り
有
益
な
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
現
地
販
売
訪
日
旅
行
商
品
」
で
は
、「
J

T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調
査
」
の
結
果
を
中

心
に
、
海
外
の
旅
行
会
社
に
対
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
も
踏
ま
え
て
、

国
・
地
域
別
の
旅
行
商
品
の
傾
向
を
報
告
し

ま
し
た
。
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
台
湾
で

は
、
シ
ー
ン
に
応
じ
た
手
配
方
法
の
使
い
分

け
が
み
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
団
体
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
は
親
子
旅
行
や
地
方
を
じ
っ
く
り

楽
し
む
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中

国
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
周
遊
型
に
加
え

て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
に
ゆ
と
り
の
あ
る
旅

程
の
商
品
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
好
み
に
あ
わ
せ
て
旅
程
を
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
テ
イ
ラ
ー
メ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
利
用
が
多
い
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❷
…
訪
日
市
場
に
お
け
る

タ
ビ
ナ
カ
需
要
の
高
ま
り
と
地
方
誘
客
へ
の

期
待
」
で
は
、
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
取
締
役

執
行
役
員
の
倉
上
智
晴
氏
か
ら
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
倉
上
氏
か
ら
は
、

○
国
際
的
な
観
光
市
場
で
は
、
ツ
ア
ー
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
「
タ
ビ
ナ
カ
」

サ
ー
ビ
ス
が
年
率
約
10
％
の
成
長
を
続
け

て
い
る
一
方
で
、
訪
日
市
場
に
お
け
る
消

費
額
は
少
な
い
の
が
現
状
。
こ
う
し
た
な

か
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
も
、

タ
ビ
ナ
カ
を
専
門
と
す
る
O
T
A（O

nline

　T
ravel 

A
gent

）が
成
長
を
期
待
さ
れ
て

い
る
。

○
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
で
は
、
日
本
国
内
の

施
設
や
鉄
道
・
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
オ

ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
2
0
0
以
上
の
旅

行
会
社
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
本
国
内

の
商
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
（Linktivity

事
業
）。

○
体
験
談
や
N
P
S
（N

et
P
rom

oter

　S
co

re

）な
ど
お
客
様
の
声
を
徹
底
的
に

掘
り
下
げ
る
こ
と
を
重
視
し
、
掲
載
商
品

の
選
定
は
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
コ
メ

ン
ト
に
お
い
て
は
全
て
事
実
関
係
を
確
認

し
て
商
品
改
善
に
ま
で
つ
な
げ
て
い
る
。

○
N
P
S
に
よ
る
ベ
ル
ト
ラ
推
奨
理
由
の
第

1
位
は
「
現
地
ガ
イ
ド
」。
ガ
イ
ド
を
紹

介
し
、
ツ
ア
ー
の
予
約
ま
で
で
き
る
サ
イ

ト
（「
コ
ロ
リ
エ
」）
も
運
営
し
て
い
る
。

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
地
方
が
う
ま
く

O
T
A
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
方
へ
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
国
内
・

海
外
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
者
数
の
推
移
に
つ
い

て
解
説
し
た
後
、
当
財
団
の
独
自
調
査
で
あ

る
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
に
つ
い
て
、

10
年
前
と
比
較
分
析
し
た
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
低
迷

期
に
あ
た
る
10
年
前
と
比
べ
て
、
旅
行
動
機

は
「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」「
保
養
・
休

養
」
が
減
少
し
た
一
方
で
「
お
い
し
い
も

の
」「
思
い
出
づ
く
り
」「
家
族
の
親
睦
」
と

い
っ
た
前
向
き
な
旅
行
動
機
が
増
大
し
た
こ

と
、
旅
行
を
し
な
か
っ
た
理
由
の
第
1
位
が

「
家
計
の
制
約
」
か
ら
「
休
暇
が
と
れ
な

い
」
に
変
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
経
済
環
境

が
低
調
な
時
期
は
「
日
常
か
ら
逃
れ
休
息
の

た
め
に
旅
行
し
た
い
が
、
家
計
の
状
況
や
先

行
き
へ
の
不
安
か
ら
旅
行
を
控
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
が
主
要
な
意
識
と
な
り
、
好

調
・
安
定
期
は
「
家
族
な
ど
と
の
思
い
出
づ

く
り
の
た
め
に
旅
行
し
た
い
が
、
忙
し
く
て

休
暇
が
と
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
が
増
大
す

る
と
考
え
ら
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
」
で
は
、
直
近

2
0
1
9
年
9
月
ま
で
の
デ
ー
タ
も
参
照
し

つ
つ
、
国
・
地
域
別
の
動
向
を
詳
し
く
報
告

し
ま
し
た
。
韓
国
市
場
に
つ
い
て
は
、
昨
年

と
比
較
す
る
と
特
に
訪
日
経
験
が
浅
い
層
で

訪
日
客
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
日
韓
関
係
が
悪
化
す
る
以
前
か
ら
、

こ
れ
ま
で
韓
国
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
「
女

性
20
代
以
下
」
の
減
少
が
み
ら
れ
始
め
て
お

り
、
そ
の
要
因
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
気
が
影

響
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
台
湾
・
香
港
に
つ
い
て
は
、
初
来
訪
者

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
コ
ア
リ
ピ
ー

タ
ー
の
み
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❶
…
訪
日
市
場
か
ら
見
た

日
本
／
地
方
部
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
は
、

ま
ず
「
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の
訪
日
旅
行
者
の

意
識
と
ニ
ー
ズ
」
と
題
し
て
（
株
）
日
本
政

策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
と
共
同
で
実
施
し

て
い
る
「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米

豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を

基
に
報
告
し
ま
し
た
。
東
京 

2
0
2
0 

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
と
も
に
5

割
以
上
が
訪
日
観
戦
を
希
望
し
、
観
戦
希
望

者
の
9
割
以
上
が
観
戦
に
あ
わ
せ
た
地
方
訪

問
を
希
望
し
て
い
る
一
方
で
、「
混
雑
」

「
滞
在
費
用
高
騰
」
を
理
由
に
訪
日
観
戦
を

希
望
し
な
い
方
も
一
定
程
度
い
る
と
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
市
場
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
10
月
28
日
（
月
）・
29
日

（
火
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
第
29
回
旅
行

動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
２
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
の
二
部
構
成

と
し
、
最
新
刊
『
旅
行
年
報
2
0
1
9
』
を

ベ
ー
ス
に
当
財
団
の
独
自
調
査
結
果
も
複
数

ま
じ
え
て
、
最
新
の
観
光
動
向
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今
年
は
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
と
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
「
観
光
と

環
境
、
S
D
G
s
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招
き
し
て
深

掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
7
5
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は
、

旅
行
業
（
16
・
6
％
）、
公
的
機
関
・
観
光

関
連
団
体
（
11
・
4
％
）、
行
政
（
9
・
7

％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
9
・
1
％
）、
金

融
・
保
険
（
8
・
0
％
）、
大
学
・
教
育
機

関
（
8
・
0
％
）
の
順
に
多
く
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
先
進
事
例
に

関
す
る
情
報
」
や
「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ

の
ヒ
ン
ト
」、「
観
光
の
全
体
動
向
の
把
握
」

に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
図
1
）。

2
日
目
（
観
光
地
・
観
光
政
策
編
）

1
日
目
（
旅
行
市
場
編
）

　「
観
光
政
策
の
動
向
」
で
は
、
ま
ず
「
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
9
」

の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団
独

自
調
査
で
あ
る
「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の

観
光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
昨
年
度
調
査
に
引

き
続
き
、「
受
入
環
境
の
ハ
ー
ド
整
備
」
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
相
互
に

主
導
的
な
役
割
を
期
待
す
る
結
果
と
な
り
、

お
互
い
に
頼
り
あ
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
こ
と
、
市
町
村
に
お
い
て
「
予
算
・
財

源
」
に
対
す
る
都
道
府
県
へ
の
期
待
が
大
き

く
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
自
主

財
源
獲
得
の
動
き
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
意
識
面

に
つ
い
て
、
観
光
客
を
含
め
た
受
益
者
負
担

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
よ
り
も
市

町
村
で
必
要
性
へ
の
意
識
が
高
い
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　「
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
ま
ず
、
①
外

国
人
旅
行
者
へ
の
対
応
強
化
、
②
宿
泊
滞
在

の
魅
力
づ
く
り
、
③
地
域
資
源
の
魅
力
再
発

見
、
④
財
源
確
保
の
動
き
、
⑤
住
民
生
活
と

図 1 当シンポジウムに期待していたこと

「旅行年報2019」の
解説

16.5%

13.8%

「旅行年報2019」に
載っていない情報

24.1%

26.2%

最新の統計資料
44.3%

29.2%

先進事例に関する
情報

44.3%

73.8%

今後の戦略や
施策へのヒント

67.1%

64.6%

その他

無回答 １日目
２日目

0.0%

3.1%

1.3%

1.5%

観光の全体動向の
把握

65.8%

64.6%
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観
光
と
の
調
和
と
い
う
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
沿
っ
て
、
全
国
的
な
観
光
地
の
動
向
の
う

ち
特
徴
的
な
も
の
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、
歴
史
・

文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
評
価
の
実
施
と
今
後
の
方

向
性
の
提
示
、
竹
富
島
で
の
入
域
料
徴
収
開

始
や
妙
高
山
・
火
打
山
で
の
入
域
料
導
入
に

向
け
た
社
会
実
験
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
を
め
ぐ
り
慎
重

な
議
論
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

や
、「
チ
ー
ム
新
・
湯
治
」
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
や
「
新
・
湯
治
」
の
効
果
測
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❸
…
観
光
と
環
境
、
S
D

G
s
」で
は
、
ま
ず
ニ
セ
コ
町
長
の
片
山
健

也
氏
よ
り
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
タ
ウ
ン 

ニ

セ
コ
町
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
片
山
氏
か
ら
は
、

○
ニ
セ
コ
町
で
は
、
全
て
の
会
議
を
公
開
原

則
と
す
る
な
ど
住
民
と
広
く
情
報
共
有
を

行
い
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

○
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
延
べ
宿
泊
者
数
が
激
減

し
観
光
産
業
が
大
打
撃
を
受
け
る
な
か
、

ニ
セ
コ
町
で
は
観
光
や
農
業
の
基
盤
、
ひ

い
て
は
経
済
の
基
盤
で
あ
る
景
観
と
環
境

を
徹
底
的
に
守
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出

し
、
こ
の
こ
と
が
町
の
方
針
に
共
感
す
る

良
質
な
投
資
を
呼
び
、
ニ
セ
コ
町
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
高
め
、
世
界
か
ら
観
光
客
が

訪
れ
る
現
在
の
ニ
セ
コ
を
生
み
出
す
原
動

力
と
な
っ
た
。

○
2
0
1
8
年
に
は
「
S
D
G
s
未
来
都
市
」

に
指
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
S
D
G
s
あ

り
き
で
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
は
な
く
、

徹
底
し
た
民
主
主
義
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
大
切
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、

S
D
G
s
に
も
通
じ
る
も
の
だ
っ
た
。

な
ど
、
ニ
セ
コ
町
の
取
り
組
み
を
分
か
り
や

す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
当
財
団
に
お
け
る
S
D
G
s
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
中
島
上
席
主

任
研
究
員
か
ら
、
沖
縄
県
座
間
味
村
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
た
持
続
可
能
性
指
標
研
究
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く

り
が
実
現
す
る
ま
で
の
経
緯
、
住
民
レ
ベ
ル

ま
で
巻
き
込
ん
で
合
意
形
成
を
図
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
、
実
行
力
を
備
え
た
リ
ー
ダ
ー
育

成
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
う

か
が
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
S
D
G
s
は
そ

れ
を
達
成
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
S
D
G
s
の
フ
レ
ー
ム
を

う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
客
観
デ
ー
タ

が
専
門
的
に
編
集
、
凝
縮
さ
れ
、
短
時
間
で

全
貌
と
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
タ
ビ
ナ
カ
の
話
は
、
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
参
考
と
な
っ
た
」「
ニ
セ
コ
町
の

片
山
町
長
の
お
話
は
、
実
例
に
基
づ
く
と
て

も
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学

術
研
究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
自
主

研
究
に
取
り
組
み
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通

し
て
、
皆
様
に
よ
り
有
益
な
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
現
地
販
売
訪
日
旅
行
商
品
」
で
は
、「
J

T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調
査
」
の
結
果
を
中

心
に
、
海
外
の
旅
行
会
社
に
対
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
も
踏
ま
え
て
、

国
・
地
域
別
の
旅
行
商
品
の
傾
向
を
報
告
し

ま
し
た
。
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
台
湾
で

は
、
シ
ー
ン
に
応
じ
た
手
配
方
法
の
使
い
分

け
が
み
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
団
体
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
は
親
子
旅
行
や
地
方
を
じ
っ
く
り

楽
し
む
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中

国
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
周
遊
型
に
加
え

て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
に
ゆ
と
り
の
あ
る
旅

程
の
商
品
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
好
み
に
あ
わ
せ
て
旅
程
を
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
テ
イ
ラ
ー
メ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
利
用
が
多
い
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❷
…
訪
日
市
場
に
お
け
る

タ
ビ
ナ
カ
需
要
の
高
ま
り
と
地
方
誘
客
へ
の

期
待
」
で
は
、
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
取
締
役

執
行
役
員
の
倉
上
智
晴
氏
か
ら
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
倉
上
氏
か
ら
は
、

○
国
際
的
な
観
光
市
場
で
は
、
ツ
ア
ー
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
「
タ
ビ
ナ
カ
」

サ
ー
ビ
ス
が
年
率
約
10
％
の
成
長
を
続
け

て
い
る
一
方
で
、
訪
日
市
場
に
お
け
る
消

費
額
は
少
な
い
の
が
現
状
。
こ
う
し
た
な

か
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
も
、

タ
ビ
ナ
カ
を
専
門
と
す
る
O
T
A（O

nline

　T
ravel 

A
gent

）が
成
長
を
期
待
さ
れ
て

い
る
。

○
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
で
は
、
日
本
国
内
の

施
設
や
鉄
道
・
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
オ

ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
2
0
0
以
上
の
旅

行
会
社
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
本
国
内

の
商
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
（Linktivity

事
業
）。

○
体
験
談
や
N
P
S
（N

et
P
rom

oter

　S
co

re

）な
ど
お
客
様
の
声
を
徹
底
的
に

掘
り
下
げ
る
こ
と
を
重
視
し
、
掲
載
商
品

の
選
定
は
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
コ
メ

ン
ト
に
お
い
て
は
全
て
事
実
関
係
を
確
認

し
て
商
品
改
善
に
ま
で
つ
な
げ
て
い
る
。

○
N
P
S
に
よ
る
ベ
ル
ト
ラ
推
奨
理
由
の
第

1
位
は
「
現
地
ガ
イ
ド
」。
ガ
イ
ド
を
紹

介
し
、
ツ
ア
ー
の
予
約
ま
で
で
き
る
サ
イ

ト
（「
コ
ロ
リ
エ
」）
も
運
営
し
て
い
る
。

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
地
方
が
う
ま
く

O
T
A
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
方
へ
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
国
内
・

海
外
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
者
数
の
推
移
に
つ
い

て
解
説
し
た
後
、
当
財
団
の
独
自
調
査
で
あ

る
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
に
つ
い
て
、

10
年
前
と
比
較
分
析
し
た
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
低
迷

期
に
あ
た
る
10
年
前
と
比
べ
て
、
旅
行
動
機

は
「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」「
保
養
・
休

養
」
が
減
少
し
た
一
方
で
「
お
い
し
い
も

の
」「
思
い
出
づ
く
り
」「
家
族
の
親
睦
」
と

い
っ
た
前
向
き
な
旅
行
動
機
が
増
大
し
た
こ

と
、
旅
行
を
し
な
か
っ
た
理
由
の
第
1
位
が

「
家
計
の
制
約
」
か
ら
「
休
暇
が
と
れ
な

い
」
に
変
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
経
済
環
境

が
低
調
な
時
期
は
「
日
常
か
ら
逃
れ
休
息
の

た
め
に
旅
行
し
た
い
が
、
家
計
の
状
況
や
先

行
き
へ
の
不
安
か
ら
旅
行
を
控
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
が
主
要
な
意
識
と
な
り
、
好

調
・
安
定
期
は
「
家
族
な
ど
と
の
思
い
出
づ

く
り
の
た
め
に
旅
行
し
た
い
が
、
忙
し
く
て

休
暇
が
と
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
が
増
大
す

る
と
考
え
ら
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
」
で
は
、
直
近

2
0
1
9
年
9
月
ま
で
の
デ
ー
タ
も
参
照
し

つ
つ
、
国
・
地
域
別
の
動
向
を
詳
し
く
報
告

し
ま
し
た
。
韓
国
市
場
に
つ
い
て
は
、
昨
年

と
比
較
す
る
と
特
に
訪
日
経
験
が
浅
い
層
で

訪
日
客
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
日
韓
関
係
が
悪
化
す
る
以
前
か
ら
、

こ
れ
ま
で
韓
国
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
「
女

性
20
代
以
下
」
の
減
少
が
み
ら
れ
始
め
て
お

り
、
そ
の
要
因
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
気
が
影

響
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
台
湾
・
香
港
に
つ
い
て
は
、
初
来
訪
者

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
コ
ア
リ
ピ
ー

タ
ー
の
み
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❶
…
訪
日
市
場
か
ら
見
た

日
本
／
地
方
部
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
は
、

ま
ず
「
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の
訪
日
旅
行
者
の

意
識
と
ニ
ー
ズ
」
と
題
し
て
（
株
）
日
本
政

策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
と
共
同
で
実
施
し

て
い
る
「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米

豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を

基
に
報
告
し
ま
し
た
。
東
京 

2
0
2
0 

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
と
も
に
5

割
以
上
が
訪
日
観
戦
を
希
望
し
、
観
戦
希
望

者
の
9
割
以
上
が
観
戦
に
あ
わ
せ
た
地
方
訪

問
を
希
望
し
て
い
る
一
方
で
、「
混
雑
」

「
滞
在
費
用
高
騰
」
を
理
由
に
訪
日
観
戦
を

希
望
し
な
い
方
も
一
定
程
度
い
る
と
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
市
場
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
10
月
28
日
（
月
）・
29
日

（
火
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
第
29
回
旅
行

動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
２
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
の
二
部
構
成

と
し
、
最
新
刊
『
旅
行
年
報
2
0
1
9
』
を

ベ
ー
ス
に
当
財
団
の
独
自
調
査
結
果
も
複
数

ま
じ
え
て
、
最
新
の
観
光
動
向
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今
年
は
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
と
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
「
観
光
と

環
境
、
S
D
G
s
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招
き
し
て
深

掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
7
5
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は
、

旅
行
業
（
16
・
6
％
）、
公
的
機
関
・
観
光

関
連
団
体
（
11
・
4
％
）、
行
政
（
9
・
7

％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
9
・
1
％
）、
金

融
・
保
険
（
8
・
0
％
）、
大
学
・
教
育
機

関
（
8
・
0
％
）
の
順
に
多
く
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
先
進
事
例
に

関
す
る
情
報
」
や
「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ

の
ヒ
ン
ト
」、「
観
光
の
全
体
動
向
の
把
握
」

に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
図
1
）。

2
日
目
（
観
光
地
・
観
光
政
策
編
）

1
日
目
（
旅
行
市
場
編
）

　「
観
光
政
策
の
動
向
」
で
は
、
ま
ず
「
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
9
」

の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団
独

自
調
査
で
あ
る
「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の

観
光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
昨
年
度
調
査
に
引

き
続
き
、「
受
入
環
境
の
ハ
ー
ド
整
備
」
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
相
互
に

主
導
的
な
役
割
を
期
待
す
る
結
果
と
な
り
、

お
互
い
に
頼
り
あ
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
こ
と
、
市
町
村
に
お
い
て
「
予
算
・
財

源
」
に
対
す
る
都
道
府
県
へ
の
期
待
が
大
き

く
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
自
主

財
源
獲
得
の
動
き
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
意
識
面

に
つ
い
て
、
観
光
客
を
含
め
た
受
益
者
負
担

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
よ
り
も
市

町
村
で
必
要
性
へ
の
意
識
が
高
い
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　「
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
ま
ず
、
①
外

国
人
旅
行
者
へ
の
対
応
強
化
、
②
宿
泊
滞
在

の
魅
力
づ
く
り
、
③
地
域
資
源
の
魅
力
再
発

見
、
④
財
源
確
保
の
動
き
、
⑤
住
民
生
活
と

図 1 当シンポジウムに期待していたこと

「旅行年報2019」の
解説

16.5%

13.8%

「旅行年報2019」に
載っていない情報

24.1%

26.2%

最新の統計資料
44.3%

29.2%

先進事例に関する
情報

44.3%

73.8%

今後の戦略や
施策へのヒント

67.1%

64.6%

その他

無回答 １日目
２日目

0.0%

3.1%

1.3%

1.5%

観光の全体動向の
把握

65.8%

64.6%
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観
光
と
の
調
和
と
い
う
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
沿
っ
て
、
全
国
的
な
観
光
地
の
動
向
の
う

ち
特
徴
的
な
も
の
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、
歴
史
・

文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
評
価
の
実
施
と
今
後
の
方

向
性
の
提
示
、
竹
富
島
で
の
入
域
料
徴
収
開

始
や
妙
高
山
・
火
打
山
で
の
入
域
料
導
入
に

向
け
た
社
会
実
験
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
を
め
ぐ
り
慎
重

な
議
論
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

や
、「
チ
ー
ム
新
・
湯
治
」
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
や
「
新
・
湯
治
」
の
効
果
測
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❸
…
観
光
と
環
境
、
S
D

G
s
」で
は
、
ま
ず
ニ
セ
コ
町
長
の
片
山
健

也
氏
よ
り
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
タ
ウ
ン 

ニ

セ
コ
町
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
片
山
氏
か
ら
は
、

○
ニ
セ
コ
町
で
は
、
全
て
の
会
議
を
公
開
原

則
と
す
る
な
ど
住
民
と
広
く
情
報
共
有
を

行
い
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

○
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
延
べ
宿
泊
者
数
が
激
減

し
観
光
産
業
が
大
打
撃
を
受
け
る
な
か
、

ニ
セ
コ
町
で
は
観
光
や
農
業
の
基
盤
、
ひ

い
て
は
経
済
の
基
盤
で
あ
る
景
観
と
環
境

を
徹
底
的
に
守
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出

し
、
こ
の
こ
と
が
町
の
方
針
に
共
感
す
る

良
質
な
投
資
を
呼
び
、
ニ
セ
コ
町
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
高
め
、
世
界
か
ら
観
光
客
が

訪
れ
る
現
在
の
ニ
セ
コ
を
生
み
出
す
原
動

力
と
な
っ
た
。

○
2
0
1
8
年
に
は
「
S
D
G
s
未
来
都
市
」

に
指
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
S
D
G
s
あ

り
き
で
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
は
な
く
、

徹
底
し
た
民
主
主
義
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
大
切
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、

S
D
G
s
に
も
通
じ
る
も
の
だ
っ
た
。

な
ど
、
ニ
セ
コ
町
の
取
り
組
み
を
分
か
り
や

す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
当
財
団
に
お
け
る
S
D
G
s
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
中
島
上
席
主

任
研
究
員
か
ら
、
沖
縄
県
座
間
味
村
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
た
持
続
可
能
性
指
標
研
究
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く

り
が
実
現
す
る
ま
で
の
経
緯
、
住
民
レ
ベ
ル

ま
で
巻
き
込
ん
で
合
意
形
成
を
図
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
、
実
行
力
を
備
え
た
リ
ー
ダ
ー
育

成
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
う

か
が
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
S
D
G
s
は
そ

れ
を
達
成
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
S
D
G
s
の
フ
レ
ー
ム
を

う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
客
観
デ
ー
タ

が
専
門
的
に
編
集
、
凝
縮
さ
れ
、
短
時
間
で

全
貌
と
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
タ
ビ
ナ
カ
の
話
は
、
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
参
考
と
な
っ
た
」「
ニ
セ
コ
町
の

片
山
町
長
の
お
話
は
、
実
例
に
基
づ
く
と
て

も
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
旅
行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学

術
研
究
機
関
と
し
て
時
代
を
見
据
え
た
自
主

研
究
に
取
り
組
み
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通

し
て
、
皆
様
に
よ
り
有
益
な
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
現
地
販
売
訪
日
旅
行
商
品
」
で
は
、「
J

T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調
査
」
の
結
果
を
中

心
に
、
海
外
の
旅
行
会
社
に
対
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
も
踏
ま
え
て
、

国
・
地
域
別
の
旅
行
商
品
の
傾
向
を
報
告
し

ま
し
た
。
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
台
湾
で

は
、
シ
ー
ン
に
応
じ
た
手
配
方
法
の
使
い
分

け
が
み
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
団
体
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
は
親
子
旅
行
や
地
方
を
じ
っ
く
り

楽
し
む
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中

国
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
周
遊
型
に
加
え

て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
に
ゆ
と
り
の
あ
る
旅

程
の
商
品
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
好
み
に
あ
わ
せ
て
旅
程
を
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
テ
イ
ラ
ー
メ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
利
用
が
多
い
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❷
…
訪
日
市
場
に
お
け
る

タ
ビ
ナ
カ
需
要
の
高
ま
り
と
地
方
誘
客
へ
の

期
待
」
で
は
、
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
取
締
役

執
行
役
員
の
倉
上
智
晴
氏
か
ら
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
倉
上
氏
か
ら
は
、

○
国
際
的
な
観
光
市
場
で
は
、
ツ
ア
ー
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
「
タ
ビ
ナ
カ
」

サ
ー
ビ
ス
が
年
率
約
10
％
の
成
長
を
続
け

て
い
る
一
方
で
、
訪
日
市
場
に
お
け
る
消

費
額
は
少
な
い
の
が
現
状
。
こ
う
し
た
な

か
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
も
、

タ
ビ
ナ
カ
を
専
門
と
す
る
O
T
A（O

nline

　T
ravel 

A
gent

）が
成
長
を
期
待
さ
れ
て

い
る
。

○
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
で
は
、
日
本
国
内
の

施
設
や
鉄
道
・
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
オ

ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
2
0
0
以
上
の
旅

行
会
社
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
本
国
内

の
商
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
（Linktivity

事
業
）。

○
体
験
談
や
N
P
S
（N

et
P
rom

oter

　S
co

re

）な
ど
お
客
様
の
声
を
徹
底
的
に

掘
り
下
げ
る
こ
と
を
重
視
し
、
掲
載
商
品

の
選
定
は
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
コ
メ

ン
ト
に
お
い
て
は
全
て
事
実
関
係
を
確
認

し
て
商
品
改
善
に
ま
で
つ
な
げ
て
い
る
。

○
N
P
S
に
よ
る
ベ
ル
ト
ラ
推
奨
理
由
の
第

1
位
は
「
現
地
ガ
イ
ド
」。
ガ
イ
ド
を
紹

介
し
、
ツ
ア
ー
の
予
約
ま
で
で
き
る
サ
イ

ト
（「
コ
ロ
リ
エ
」）
も
運
営
し
て
い
る
。

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
地
方
が
う
ま
く

O
T
A
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
方
へ
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
国
内
・

海
外
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
者
数
の
推
移
に
つ
い

て
解
説
し
た
後
、
当
財
団
の
独
自
調
査
で
あ

る
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
に
つ
い
て
、

10
年
前
と
比
較
分
析
し
た
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
低
迷

期
に
あ
た
る
10
年
前
と
比
べ
て
、
旅
行
動
機

は
「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」「
保
養
・
休

養
」
が
減
少
し
た
一
方
で
「
お
い
し
い
も

の
」「
思
い
出
づ
く
り
」「
家
族
の
親
睦
」
と

い
っ
た
前
向
き
な
旅
行
動
機
が
増
大
し
た
こ

と
、
旅
行
を
し
な
か
っ
た
理
由
の
第
1
位
が

「
家
計
の
制
約
」
か
ら
「
休
暇
が
と
れ
な

い
」
に
変
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
経
済
環
境

が
低
調
な
時
期
は
「
日
常
か
ら
逃
れ
休
息
の

た
め
に
旅
行
し
た
い
が
、
家
計
の
状
況
や
先

行
き
へ
の
不
安
か
ら
旅
行
を
控
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
が
主
要
な
意
識
と
な
り
、
好

調
・
安
定
期
は
「
家
族
な
ど
と
の
思
い
出
づ

く
り
の
た
め
に
旅
行
し
た
い
が
、
忙
し
く
て

休
暇
が
と
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
が
増
大
す

る
と
考
え
ら
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
」
で
は
、
直
近

2
0
1
9
年
9
月
ま
で
の
デ
ー
タ
も
参
照
し

つ
つ
、
国
・
地
域
別
の
動
向
を
詳
し
く
報
告

し
ま
し
た
。
韓
国
市
場
に
つ
い
て
は
、
昨
年

と
比
較
す
る
と
特
に
訪
日
経
験
が
浅
い
層
で

訪
日
客
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
日
韓
関
係
が
悪
化
す
る
以
前
か
ら
、

こ
れ
ま
で
韓
国
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
「
女

性
20
代
以
下
」
の
減
少
が
み
ら
れ
始
め
て
お

り
、
そ
の
要
因
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
気
が
影

響
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
台
湾
・
香
港
に
つ
い
て
は
、
初
来
訪
者

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
コ
ア
リ
ピ
ー

タ
ー
の
み
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　「
ト
ピ
ッ
ク
ス
❶
…
訪
日
市
場
か
ら
見
た

日
本
／
地
方
部
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
は
、

ま
ず
「
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の
訪
日
旅
行
者
の

意
識
と
ニ
ー
ズ
」
と
題
し
て
（
株
）
日
本
政

策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
と
共
同
で
実
施
し

て
い
る
「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米

豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を

基
に
報
告
し
ま
し
た
。
東
京 

2
0
2
0 

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
と
も
に
5

割
以
上
が
訪
日
観
戦
を
希
望
し
、
観
戦
希
望

者
の
9
割
以
上
が
観
戦
に
あ
わ
せ
た
地
方
訪

問
を
希
望
し
て
い
る
一
方
で
、「
混
雑
」

「
滞
在
費
用
高
騰
」
を
理
由
に
訪
日
観
戦
を

希
望
し
な
い
方
も
一
定
程
度
い
る
と
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
市
場
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
10
月
28
日
（
月
）・
29
日

（
火
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
第
29
回
旅
行

動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
２
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
の
二
部
構
成

と
し
、
最
新
刊
『
旅
行
年
報
2
0
1
9
』
を

ベ
ー
ス
に
当
財
団
の
独
自
調
査
結
果
も
複
数

ま
じ
え
て
、
最
新
の
観
光
動
向
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今
年
は
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
と
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
「
観
光
と

環
境
、
S
D
G
s
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招
き
し
て
深

掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
7
5
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は
、

旅
行
業
（
16
・
6
％
）、
公
的
機
関
・
観
光

関
連
団
体
（
11
・
4
％
）、
行
政
（
9
・
7

％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
9
・
1
％
）、
金

融
・
保
険
（
8
・
0
％
）、
大
学
・
教
育
機

関
（
8
・
0
％
）
の
順
に
多
く
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
先
進
事
例
に

関
す
る
情
報
」
や
「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ

の
ヒ
ン
ト
」、「
観
光
の
全
体
動
向
の
把
握
」

に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
図
1
）。

　「
観
光
政
策
の
動
向
」
で
は
、
ま
ず
「
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
9
」

の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団
独

自
調
査
で
あ
る
「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の

観
光
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
昨
年
度
調
査
に
引

き
続
き
、「
受
入
環
境
の
ハ
ー
ド
整
備
」
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
相
互
に

主
導
的
な
役
割
を
期
待
す
る
結
果
と
な
り
、

お
互
い
に
頼
り
あ
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
こ
と
、
市
町
村
に
お
い
て
「
予
算
・
財

源
」
に
対
す
る
都
道
府
県
へ
の
期
待
が
大
き

く
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
自
主

財
源
獲
得
の
動
き
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
意
識
面

に
つ
い
て
、
観
光
客
を
含
め
た
受
益
者
負
担

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
よ
り
も
市

町
村
で
必
要
性
へ
の
意
識
が
高
い
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　「
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
ま
ず
、
①
外

国
人
旅
行
者
へ
の
対
応
強
化
、
②
宿
泊
滞
在

の
魅
力
づ
く
り
、
③
地
域
資
源
の
魅
力
再
発

見
、
④
財
源
確
保
の
動
き
、
⑤
住
民
生
活
と

図 2 シンポジウム全体の評価
大
変
良
か
っ
た

良
か
っ
た

※あまり良くない／良くないは一日目・二日目ともに0％

無
回
答
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〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
1
9
』（
公
財
）日
本
交
通
公
社
2
0
1
9
年

https://w
w
w
.jtb.or.jp/publication-sym

posium
/book/annual-report/

annual-report-2019/
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